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1 ． グ ロ リオ サ とは
4）’5）

　 グ ロ リオ サ （Cloriosa　 su ρerba 　 L．）は ，熱帯 ア ジ ア か らア フ リカ に か けて 分布す る ユ

リ科 （近年で は イ ヌ サ フ ラ ン 科に 分類）の植 物で あ る．塊 茎 を もつ 多年 草で ， 1〜 2 メ
ー ト

ル に伸長 す る登 は ん性 の 茎 と ， 先 端 が巻 きひ げ状 の 葉 を もつ ．花 は ．ヒ部 葉腋に 単生 し， 波

打 ち の あ る 花 弁 が上 向 き に反 転す る．花 色 は赤 〜黄で あ る。植物 体全 体に ア ル カ ロ イ ドの

一
種 で ある コ ル ヒ チ ン 類 を含み ， 薬用植物 と し て も利用 され る．

2 ． 高知 県 内の グ ロ リオサ の 生 産
3冫

　本 県 に グ ロ リオ サ が導入 され た の は 昭和 55 （1980）年 ， 中島義幸氏 （JA 高知 市三 里 支

所 園 芸部 花 き部 会） の 労 に よ る．高知市三 里 地 区 で は ， その 後 幾多の 試行 錯誤 を経 て 昭和

58 年頃 か ら本格的 な栽培 が 始ま っ た ．本 県にお け る グ m リオ サ の 栽培 面積 は約 49ha （平

成 18 年度） で ，県内の 主産地 （高知市，須 崎市，黒潮町 ）の うち高知市 が そ の 約 90％ を

占め る．三 里地 区で 選 抜 され た 赤色花の 高品 質な系統の 誕生に よ っ て ， 本県 の グ U リオ サ

生 産 量 は 全国 の 約 70％に 上 る．同 地 区 で は ，2002 年 の イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル フ ラ ワ
ー

ト レ

ー ドシ ョ
ー に お い て 最優 秀賞を獲得 した 「ミサ トレ ッ ド」 の ほ か ，

「トロ ピ カル レ ッ ド」，

「サ ザ ン ウィ ン ド亅 な ど優良なオ リジ ナ ル 系統 を作 り出 して い る．

3 ．高知 県に よ る グ ロ リオ サの 育種

　花 きの 種類 の 多様化 ， 他産地 との 競 合 とい っ た情勢の 変化 の なか で 本 県が グ ロ リオサ の

産 地 と して の 地位 を維持す る に は ，新 たな 品種の 利用が 不可欠 で あ る ．本属 は 他 の 主要 な

花 きに 比 べ て 育種 が進ん でお らず，品種 の 多様性 に乏 しい ．そ こ で ，われ わ れ は 平成 7 年

頃か ら育種 素材 の 収集 を開始 し
， 研 究課題 と して 平 成 10〜 17 年に 「グ ロ リオ サ の 晶種改

良」，平成 18〜20 年 に 「グ ロ リオサ の 新品 種育成 と高品 質安定生産技術 の 確立 」 を実施 し

た ．主 な育種 目標 は ， （D 花 色や花形の 多様化 ， （2）草 丈 の わ い 化 ， （3）巻 き葉性 の 解 消 ，

な どで あ っ た ．

　 1 ）交雑

　　　 三 里 地 区 お よび 海外 か ら導入 した 系 統の 自殖 後 代 を得 て ，こ れ らの 個体間 の 交雑に

　　 よる ll33 個体を育成 した ．これ らの なか か ら鮮紫赤色 お よび 赤橙色 の 花色 を もつ 各 1

　　 個体 を選抜 した 。

　 2 ）胚培養

　　　 胚 培養 に よ る雑 種は わ ずか しか 得 られ なか っ た ．グ m リオ サ に は倍数性 の 異 な る個

　　体群 が あ る こ とが知 られ て お り
1）

， 品種 間 の 交 雑親 和性 は倍数性 に影 響 を受 け て い る

　　 こ とが推 察 され た ．

　 3 ） 突 然変 異の 誘発

　　　 放射線 （イ オ ン ビ
ー ム ）を照 射 した種子 ま た は 塊茎 か ら得 られ た植 物 体 に は ， 茎 葉

　　 や花弁 の 形 状の 変異が み られ た が，そ の 多 くは 照射 当代の み の 発 現 で あ っ た ．照射 処

　　 理 して 得 られ た 1181 個体 の なか か ら，濃紅色の 花色 を持 つ 1個体 を選抜 した ．
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4 、 新系統 「高育 1 号」
2｝

（写 真 1）

　本 系統 は 上記 の 研 究課 題 にお い て 育成 した もの で ，農 水省 か ら譲渡 され た 系統
i）

を種 子

親 ， 三 里 ピ ン ク 系の 自殖後代 か ら選抜 した 系統を 花粉親 とす る 交雑 に よ っ て 得 られ た ．

　　「ミサ トレ ッ ド」 に比 べ て 草丈はやや低 い が
， 葉数 は 同程度 で ある、葉は 「ミサ トレ ッ

ド」 よ りや や 細 く ， 光沢 が強 い ．

　 花の 主な特性 を表 1 に示 す ．花形 は球形で ，「ミサ トレ ッ ド」 よ り も小 さい ．花弁 の 表

に は くさび 形 の 摸様が あ り ， 地色は赤橙色 ， 複色 は明緑黄色で あ る （色名 は 日本園芸植物

標 準色票 に よ る）．花 被片 の 基部 は斑点状 に着色す るが ，着色程度 に は濃淡がみ られ る．「ミ

サ トレ ッ ド」 に 比 べ て 子 房お よび 花 柄 がやや長 い ．花 に 香 りは な い ．

表 1　 「高育 1号 」 の 花 の 主な特性
x

写真 1　 「高育 1 号」 の 花

項 目 高育 1号 　　ミサ ト レ ッ ド

花形

花の 高 さ （c皿 ）

花の 直径 （C皿 〉

花被片の 長 さ （cm ）
花被片の 幅 （cm ）
花被片表 の 模様

花被片表の 蜷色
y

花被片表 の 複色
写

花被片基部 の 着 色

子 房長 （mn ）

花柄長 （c皿 ）
花 の 香 り

球形
　 6．i
　 7．4
　 8．6
　 2．8
くさび形

赤橙

明 緑 黄

小 斑 点

　 20
　 24
　 無

半球形
7．69
．09
．42
．7

覆輪

鮮赤

明緑 黄

大斑点

　 17

　 22
　無

2006年 2月3日調 査

目本園 芸植 物標準 色栗に よる 色名

　本 系統 は ，従 来 の グ ロ リオ サ とは 異 な る赤 橙 色 の 明 るい 花色 に萩規性 を認 め られ ， 市場

か ら注 目 され て い る ．

5 　 今後 の 育種

花 色 に つ い て の 育種を継続す る ．
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＊
現　高知 県立牧野植 物園）
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